
1901年 1月 末,ベ ルリンのザムエル・フィッシャ

ーはヘッセに宛てて,『ヘルマン・ラウシヤー』に寄

せる好意ある言葉とともに,新 しい作品を要請する。
ヘッセはこれに応えるかたちで,5月 はじめに『ペー

ター・カーメンツィント』の草稿を送った
り。「この原

稿を読んだうえで,フ イッシャーは,6月 にいちはや

く以後 5年間に書かれる作品の先買権についての契約

をヘッセと結ぶ」が, しかし「フイッシャーがヘッセ

の本はきっと当ると思っていたわけではなさそうであ

る。『ペーター 0カ ーメンツィント』の出版に際し

て,フ イッシャーは,こ の本は大当りすることはない

でしょうが,か といって初版だけで終ることもないで

しょう,と無難な言葉を作者に書き送り,500部分の

印税を前払いしただけだった」"よ うだ。1903年 9

月,H月 ,雑誌 Neuc Rundschauに 掲載された『ペー
ター・カーメンツィント』は,1904年 2月 15日 初版

3,000部が干J行 され,同 年 7月 には4版,5版 ,1905

年には 17版 を数えた。出版早々に版を重ねる反響

は⊃,フ ィッシャー社のみならず,すでにバーゼルの

書店を退職し,ま たマリア・ベルヌリと婚約した(1903

年 5月 31日 )が ,か ならずしも将来の確かな展望を

もっていたわけではないヘッセにとっても,思いがけ
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ぬほどのものであった。やがて「2年間で 36,000部 ,

5年間で 50,000部」“という大きな成果を実らせる
『ペ

ーター・カーメンツイント』は,作家としての知名度

はもちろんのこと,あわせて当面の経済的安定をもた

らすものであった。

(1)

いくつかの二次文献から作者ヘッセ,あ るいは小説

『ペーター・カーメンツイント』についての記述を拾

ってみる。

Ch.Io Schnciderは ヘルマン・ヘッセとトーマス・マ

ン,そ れぞれの苦悩の経験と叙述の異同について,

「なによりも,マ ンは問題に対してはじめから冷静に

距離をおいて,鋭 く知的に解明し,そ して Selbstironic

によつて克服した」と見なし,その一方で「ヘッセに

とっては,自分を度外視することや,あるいは,言っ

てみれば遊戯的に技巧という媒介をとおして,前 もっ

て実際に経験し,ま た場合によっては最後まで悩む必

要のなかったような答えをみつけだすことが,あ きら

かに困難であった」と対比し,「ヘッセの場合,と り

わけかれの作品の多くに際立った特徴としての自伝的

ヘル マ ン・ヘ ッセ

『ペーター・カーメンツィント』について

一一遍歴の起点一一

磯 弘  治
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Abstract: Herinann】 Hesse's `Bildungsroman'Pι ″ιr Kα
“
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hero's childhood and his hometown Ninlikon,fronn which he departs, are concerned, this novel does not al―

ways trace directly Hesse's own experiences.The mral scenc of NiⅡ likon surounded by Alpine nature,how―

ever,reflccts German far]田 L villages which saw a wave of industrialization around the turn of the century,and

the description of Peter hides the dilemmas the author lived out. The conflict between Peter and his parents

tells us about various aspects of Hesse's own adolescent crisls.
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構成がそれを証言している」
5と 述べている。

Joseph Mileckは ,「ヘッセの作品は最初からきわめ

て個人的な色彩をおびていたし,それが変わることは

なかった」と,詩人としての私的属性を挙げ,「主人

公と作者とは概して不可分である。ヘッセの作品の多

くは物質的世界との相互作用をほとんど排除して,か

れの内的な自己を投影させている。わずかな作品だけ

が内的状況と外的状況とを反映している。『ペーター

・カーメンツィント』は後者に属している。カーメン

ッィントの懸命な試み,失望と幻減,かれの資質と傾

向,さ まざまな困難とそれを解決しようとする努力

は,全体としてヘッセのそれである。わずかな差異に

こだわらなければカーメンツィントの閲歴はヘッセと

同じである」
6と
断じている。

ヘッセと深い友誼を結び,経済的支援を受けること

もあった Hugo Ballは ,ヘ ッセの伝記のなかで,「カ

ーメンツィントはまったくおもしろおかしく読めるほ

ら吹き小説でもある」と,小説『カーメンツィント』

の別の一面を指摘している。「さかんに自慢話やほら

話が吹聴されている。もしもカルフの家であればもっ

ての外であるような仕方で,よ どみなく気ままにそん

な話が言吾られている。ときには大笑いしながらシェル

ムフスキーを思い出さずにはいられない。 [・…・・](カ

ーメンツィントは)いかにも『うそ物言吾』らしい『う

そ物語』である。自分の才能を遺憾なく発揮するとい

う言葉があるが,ち ょうどそんなふうに,われわれが

よく知っているかつての牧師職志願者が,こ の本のな

かでは,先いざらいこころのうちを語ろうとし,語るこ

とが許されてもいる, と言えるだろうc[・…・・]つ く

り話の楽しみはあまりにも長い間おさえつけられてい

た。カーメンツィントの愉しい自慢話や遠くへの旅な

どは,ア ウエルバッハの地下酒場を,そ してミュンヒ

ハウゼンを想わせる。暢気で屈託ない昔ながらの手法

は,ル キアノスの摩訂不思議な話からドン・キホー

テ,ジル・ブラースを経て,ま さにこのカーメンツイ

ントにまでつづいている」
7と ,BJlは ペーターの物語

のなかに,ヘ ッセの何かを払拭したような心境,諧譴

に託した覚悟を読もうとしているようだ。

Fritz Bё ttgerは 『カーメンツィント』をヘッセの

「現実の生活への道を踏みだす確子とした一歩を意味

している」ものと捉えて,「同時代の若者たちは,も

ちろんこの本のなかにひとつの芸術家小説というより

は,む しろちょうど若者たち自身のように,市民生活

の秩序に順応する術をこころえていないひとりの青春

期の揺れ動くヴァガボンドの物語を見た。若者たちに

文学。文化編 (2003年 3月 )

とってカーメンツィントは,ひ とりの異議を唱える若

者の姿であり,かれらはそのなかに自分自身を見いだ

した」と,ヘ ッセの作品を受け入れた読者の′亡ヾ1青をお

しはかり,青年運動など時代の傾向への共感を示唆し

ながら,「カーメンツィントの意識には,漠然とした

ロマンティックな気分があり,質素な生活や,ル ソー

的な単純であることへの傾斜がある」と,世紀転換期

の世相の反映を指摘している
8。

ちなみに,ヘ ッセは『ペーター 0カ ーメンツイン

ト』を書き上げると,フ ィッシャーに宛てて,「私の

ささやかな作品が近代的ではなく,それどころか反近

代的であると,一 目でお判りになるでしょう。形式に

ついてもいろいろ欠点があるとは思います。反対にひ

とびとや田舎は時間をかけた念入りな観察にもとづい

て描かれており,そ こには創作されたものや体験され

なかったものは,何一つとしてありません。力点は変

わり者であるペーターの精神的成長にあるのです,そ

れゆえ,そのほかはすべてスケッチふうに扱われてい

ます。言葉については流行には同調せず,む しろ,何

よりもわたしの個人的な気持ちに従って,ま ったく私

の故郷 (わたしは半ばバーゼル人であり半ばシュヴァ

ーベン人です)で話されているドイッ語に倣いまし

た」
9と
書き送っている。

以上の記述からは,小説『ペーター・カーメンツィ

ント』の基本的な輪郭,あるいは性格が浮かんでくる

のではないだろうか。

(2)

いわゆる Bildungsromanと しての『ペーター・カー

メンツィント』に綴られた生の軌跡は,さ まざまなモ

テイーフに彩られている。生の軌跡は遍歴であり,遍

歴は故郷であるアルプスの山間の村ニミコン10)を 起点

としている。村人たちのこまやかな日常を明らかにす

る説明はないが,「われわれの村はそれほど外部から

の新鮮な血や生命が補給されず [……],住民のほと

んどがみんなきわめて近い姻戚関係であり,四分の三

以上はカーメンツィント姓をもつ」 (s.346),あ るい

は「ただしわれわれの暮らしのうえを,隠れた,ある

いは自覚されない陰鬱さの晴れることのない需が覆っ

ていた。自然の力にたよる,労多い生活の惨めさが,

時が経つにつれ,いずれは老い朽ちるわれわれ一族に

憂鬱の質をうえつけた」 (S.346)と いつた記述が故郷

の暮らしぶりをうかがわせる。しかし,それにもかか

わらず,ア ルプスの自然にへばりついたような山間の



本すのオ苗写には, どこか「糸屯本卜さ」「のどかさ」に通 じ

る空気を想起させるものがあり,屈託にまみれていな

いひとびとと,その生活の健全さを匂わせる牧歌的た

たずまいがある。

1871年のプロイセン国王ヴィルヘルム I世の皇帝

即位によリドイツ帝国が成立する。ペーターの故郷と

して設定された農村をイメージするてがかりに,こ の

帝国成立から20世紀初頭あたりまでの ドイツの社会

的あるいは経済的事情を概観 してみたい。1873年 に

始まるいわゆる経済恐慌のなかで「保護関税政策」,

また急速に進む工業化が生む労働者運動に対する「社

会主義者鎮圧法」が実施され,バルカン問題で対立す

る列強をベルリン会議 (1878年 )で調停,ま たロシ

ア,オ ース トリア,イ タリアと結んでフランスに対抗

するなど帝国を主導してきた初代首相ビスマルクも,

1890年解任される。やがて,ヴ ィルヘルムⅡ世の帝

国主義的膨張政策はイギリスとの対立を生むととも

に,緊張したヨーロッパにおける大国間の均衡を危う

くさせ,次第にヨーロッパ全土を巻き込んだ深刻な事

態をもたらすこととなる
H)。

ドイツ帝国における工業と農業の推移はいちじるし

く,そ して社会の様相も激 しく変化する。19世紀末

から第一次世界大戦にいたる時期,いわゆる工業化の

波が押し寄せるとともに, ドイツの社会構造はいっき

に工業社会のそれに移行する。1870年 にドイツの工

業・手工業の生産高の割合は 26%で あつたが,1913

年には41%に まで増大する。先進諸国と比べても,
1893年 にはイギリスの半分程度であった工業生産高

が,1913年 にはアメリカに次いで世界第二位を占め

るまでに伸びてゆく。この時期, ドイツ帝国の総人口

は4,100万 から7,000万 に増えているが,工業人口の

変化を見てみると,1882年 35%,1895年 39%,1907

年 42%と 上昇しており,工業化の速度はあきらかで

ある。工業生産のめざましい躍進に引っ張られるよう

に,国民所得 も 1871年 140億 2,000マ ルクから 1913

年 480億 5,000マ ルクヘと大きく伸びている。農業生

産も工業化の恩恵を受けてか,主要穀物の 1ヘ クター

ル当りの生産高が 70%か ら9o%への上昇がみられ ,

ドイツ国民の生活水準を引き上げてはいる。しかし,

帝国成立以降 500万から9oo万 と倍増した工考人口と

比べ,1882年 に42%を 占めていた農業人口は 1895

年 35%,1907年 28%と 急激に減少し,自動車をはじ

めとする新たな交通手段の開発実用化によるヨーロッ

パの穀物市場の構造的変化も加わって, ドイッは農作

物の輸出国から輸入国へと転換する。1871年 には600

35

万であった農林業関係の就業人口は,1913年 には500

万 に減 じた。また,1882年 か ら 1907年 の 25年 間

で,就業人口に占める賃金労働者の割合は 42%か ら

49%に増加し,1907年 当時,就業人口の約半数が賃

金労働者に属するひとびとであった。農業人口の変化

を見てみると,1882年 の農業人口は42%を 数えた

が,1895年 には 35%,1907年 になると28%と 減少

している。経済の焦点が工業へ移行 した結果,必然的

に人口の流動化と人口分布の変動,ひ とびとの移動と

都市化現象が生 じる。1871年 には農村に暮らすひと

びとは2,600万 余 と総人口の三分の二を占めていた

が,第一次大戦前には都市人口が 3900万 となり,ま

た,帝国成立後の 40年 間で 88市だった人口 10万人

以上の大都市も48市 と増加している
曖)。

(3)

農業国から工業国への移行,工業化の波におしやら

れ衰退してゆく農業の様相は,そのまま先に示したペ

ーターの故郷ニミコンのひとびととその生活に置き換

えてもよいかもしれない。故郷ニミコンの陰翡はその

まま農業と農村の陰画ではあるだろう。しかし,『ペ

ーター・カーメンツィント』は帰郷する物語であり,

遍歴にはさまれた滞在や逗留も故郷をいたずらに忌避

するものではない。Emst Blochは ,農村にまとわり

つく陰騎と農民のある種の頑なさを,「農民は自分が

属する場所から移りたがらない。農民は自分の土くれ

の上で,その上だけで自由であろうとし,土 くれを所

有 したときには,い っそうかたくなにそこに固執 し

た。 [……]平安はわずかな関係の中にあったし,そ

して, ともかくも見渡したかぎりでの最良のわずかな

関係とは,少 しばかりの自分の所有する土地との関係

であった。農民はその関係をもったとき自己を解放さ

れたと感じ,大半はそれ以上,少なくとも新しい状態

は要求しなかった。 [・・…・]つ まり農民は,自 分がす

でに具現しているものへ向かって自己を解放すること

のためにだけ行動した。農民は自らを,それまでの階

級をうち破ることによってはじめて形成される新しい

階級 とは決 して感 じなかった」
日)と
説明している。ア

ルプスに覆われたニミコンの村人たちの視野狭窄は,

周囲をとりまく世界との親和性であり,彼 らの罪では

ないのだろう。センチメンタルな自己憐 `1関 はむしろ自

己疎外を意味することになり,自 由と平安は彼 らが

日々仰ぎ畏怖するアルプスの稜線に護られてこそであ

る。むしろ,いわゆる自由とか平和とか友愛は,耕す

磯 弘治 :ヘルマン・ヘッセ『ペーター・カーメンツイント』について
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土をもたない,それは四季から成り立つ生活をもたな

いという意味で,自 然がもつ秩序としての大きな循環

から離脱したひとびとの安直な共同性の原理にすぎな

いのかもしれない。ニミコンのひとびとに収益,利益

率,減価償去日,貸借対照表などはおそらく無縁であろ

うし,そんなせちがらい価値判断基準もないだろう。

有能とか無能ではなく,実直に自然の摂理に抗うこと

なく, 日の出に耕し, 日暮れて憩う愚直な精励さを美

徳とする営みの安寧を維持することが,彼 らの日常に

ほかならない。また,Blochは農民がこの頑迷な, し

かし実直な精励のゆえに授かる幸運を,「 どんなに過

度の労苦があっても毎日を戸外で生活することは健康

であり,過度の労苦といっても少なくとも神経には障

らないだろう。 [・・…・]大地への信頼,規則正 しい四

季への信頼はいまなお信頼を残しているという意味に

おいて,結局は健康なのであり,暦を伴った生活もそ

うなのである。この健康さは,[・・…・]自 然の振 り子

に合ったもの,つ まり農民の生活や活動を暦どおりに

させるものに結びつけられてもいる。あるいは,ス イ

ス・ドイツ語の農民方言のすぐれて比喩的な表現をつ

かえば,農民の昔の生き方である『つり合い』に結び

つけられている。この『つり合い』とは,天秤が平衡

状態にあるか,あ るいはまさしくデーメーテルの振 り

子にあっていれば,農民を,負債,苦業,抑圧,生活

の糧の耕作中におこるさまざまな障害から解放するも

のなのである」
‖と祝福 し,同時に「だが,も ちろん

『つり合い』はまた,通常の分別のあるという意味を

はなれ [・
0… 0],存在を大地と仲違いさせないという

こと,獲得した大地での生活をあらゆる進んだ『時代

精神』に逆らって反動的に呪縛 し離さないというこ

と,で もある。田舎では,こ の真正直な分別とこのい

まだに呪縛的な静止状態とが今日なお奇妙に共存して

いる」
いと,その愚直さゆえに彼らが抱える旧弊も示

唆 している。この健康が,ニ ミコンのたたずまいに

「牧歌的な」,「長閑な」,「暢気な」といった印象をあ

たえるのだろう。種を播き,苗 を育て,肥料をやる作

業は村人のその土地への信頼への証であり,見返 りと

しての収穫は,かれらをその土地への固定へとうなが

す。「四季への信頼」あるいは「暦をともなった生活」

とは,かれらの農耕という単調ではあるが,決 して弛

緩をゆるさず献身を強いる生活現実が生む経験則に他

ならない。この経験則はニミコンのひとびとの習わし

としきたり,道徳と善悪観,美意識と憧れまでも形成

しただろう。ペーターが感じる「暮しを覆う晴れるこ

とのない需」と「憂鬱の質」は,農民社会の存在を大

文学。文化編 (2003年 3月 )

地と仲違いさせるものに対する不寛容と,こ の経験則

の埒外にあるものに眼を背ける姿勢の比喩なのかもし

れない。この「健康」は,人間に授けられる形而上的

な救済や福音ではなく,む しろ人間が願う形而下的な

幸いの一つの姿なのだろう。ただヘッセは,農村とし

てのニミコンの営みを直哉に記述するかわりに,ア ル

プスの自然を擬人的に記述することで,小 さなニミコ

ンの大地と共生するひとびとの生を肯定し,ペ ーター

の眼に映る自然のエネルギッシュな生命力を幻想的に

憑依させて描写することで,生がもつ可能性の継続を

示しているように思われる。「アルプスの岩山は不屈

の老兵士のように誇 らしげに」 (S.344),あ るいは

「山の木々は隠者や戦士にも思え」(S.344),ま た「少

年らしい奔放さが,育つにつれ,わ たしは,反逆者 ,

永遠の青年,ふてぶてしい戦士,そ して春をもたらす

南風を愛した」 (S.350)。 「これらすべてが,決 して人

間の回の端にのぼったことのない神の言葉を,高 らか

にありのまま語るからである」 (S。 351)と ,ペ ーター

のこころと風景との内的な感応が,自 然 と共生する

神々への畏れとその存在を称えているようだ。ペータ

ーの「自然」への偏愛に対 して,「街」とりわけ「大

都市」にまつわる記述は, きわめて批判的である。さ

ほど有名ではなかったヘッセをフイッシャーにとりも

ったパウル・イルクに宛てた手紙 (1903年 1月 29

日)で ,ヘ ッセは「耽美主義者」「形式主義者」など

の自分にたいする批評家の的外れとあわせて,「ペー

ター 0カ ーメンツィント」とかさなる自分を書き記し

ている。「私が知っている都会のうちでもっとも良い

見本となるものでも,歴史的理解と純粋な自然感覚と

いう点で,典型的な欠如をしめしています。この二つ

の感覚を,私のほんのちいさな幸福はたよりにしてい

るのです。 [・・…・]私の永遠の,そ してかなえられる

ことのない願いは,無職の人間として,た とえ質素で

はあっても,ま ったく依存せずに暮らすことです。一―

そうなれば私はイタリアの辺置Бな山里で一生をすご

し,遠大な徒歩旅行をし,現代生活のくだらぬものか

ら,す っかりそしてのんびり離れているのを感じるこ

とでしょう」“
‐
。この手紙は,『ペーター・カーメンツ

ィント』が書き始められる直前のものだが,ヘ ッセの

言う「都会」,あ るいは「現代生活の くだらぬもの」

とは具体的に何を示唆しているのか明瞭ではない。た

だ,「『カーメンツィント』を書いていたころ,ヘ ッセ

は国際的な都会の賑わいぶりについては,遠回しにバ

ーゼルの自由放縦さと呼べるような,ご く一端しか知

らなかった」
口
,と Ballも 指摘 しているが,『ペータ



―・カーメンツィント』では,大者Б市パリが,「とり

わけパリは身の毛がよだつ」都会であり,「文学と娼

婦の雑談」,「下卑た女ども,厚顔で虚栄心が強い芸術

家やら作家連中」
蟷)と いった調子で断罪されている。

この記述は後に削除されるが,「ただしベルリンやパ

リの都市とひとびとのありようはいささか内容に乏し

く,未体験のままで欠落している」")ヘ ッセの都会に

対する,ま るで言いがかりのような形容は,「ほら話」

や「うそ話」のもつべきユーモアからはおよそほどと

おい。

(4)

「作品の多くに際立った特徴としての自伝的構成」,

「主人公と作者とは概して不可分である」,「われわれ

がよく知っているかつての牧師職志願者が,こ の本の

なかでは洗いざらいこころのうちを語ろうとしてい

る」などの先に挙げた Schncider,Mileck,Ballら の

『カーメンッィント』評,そ してヘッセ自身の手紙に

拠れば,ペーターは作者ヘッセが,それまでの自らの

生の軌跡をなぞりながら描いた自画像と,Bёttgerの

言う「現実の生活への道を踏みだす確乎とした一歩」

としてこれからを拓く自画像をあわせもつことになる

だろう。この自画像にしめされたヘッセは,ア ルプス

の田舎育ちで頑健な肉体をもち,粗野なほどに荒削り

で初心な存在であり,際立つのは,まず自然への偏愛

と人間への嫌悪とされている。それは純朴さと健康な

無知に装われた,未成熟な人間がかかえる楽天主義

と,自分自身への思い入れ以上に,自分でももてあま

すほどの意固地な自分自身の頑なな気質への戸惑いと

苛立ちをないまぜにした若者の惧悩ということにな

る。ヘッセは刊行後間もない頃の手紙で,「ペーター

の子供時代の印象の描き方が,お よそ子供らしくない

という非難が寄せられますが [……],こ のような印

象を綴った物語を書いているのは成人したペーターな

のです。我々ひとりひとりにとって,幼年時代はそれ

が本当に実際そうであった, というようなものではな

いのです。大人になった我々が,記憶する姿をあとか

らの認識と郷愁とを混ぜ合わせて理解しているものな

のです」
20と 述懐している。記憶と認識と郷愁の混合

はデフォルメとさまざまな意匠をこらした幼年時代 ,

祖父も兄弟も姉妹も登場しないペーターの家を設定さ

せている。聖書と祈りの敬虔主義やインドのエキゾチ

ックな思い出はない。幼少年期の自画像と並んで,そ
こに描かれた両親の姿も仮装している。「両親はわた

37

しの若い情緒面での成長を促しもしなければ,妨げも

しなかった。母はいつも仕事で手一杯であったし,教

育の問題ほど父が関心を払わなかったものは他になか

った。せいぜい,二三本の果樹をなんとか育て,ジ ャ

ガイモ畑を耕し,乾草を見るだけであった」 (S.352)。

飼っている羊もわずかであろう暮らしが,父 ヨハネス

と母マリーの家のつつましさを感じせるが,それ以上

の宗教的あるいは知的ななにかを想わせるものではな

いだろう。さらに,「母親からは僅かばかりの世才と

信仰心,静かで回数の少ない気質を,父親からは反対

に揺るがぬ決心への怖れ,金銭管理能力の乏しさ,あ

れこれ考えながら大酒を飲むこと」 (s.359)と いう記

述を,『 カーメンツイント』の 20年後の述懐とくらべ

ると,ペ ーターの父と母に着せられた衣は,ま るで血

縁への疎ましさのようにも思えてくる。「自分の気質

のある部分を,わ たしは父から受け継いでいる。なに

ものにも制約されずにあることへの欲求や,懐疑的 ,

批判的, 自己批判的性格, とりわけことばで表現する

際の正確さに対する感覚,と いったものである」
コ)。

「母からは気質の情熱的な部分,ゆ たかで,い くらか

刺激的なものを好む想像力,さ らには音楽の資質,を

受け継いでいる。音楽とことばとに,わたしは子ども

のころから親密な関係をもっていた。絶対なるものヘ

の,神的超時間的秩序へ直に参入することへのあこが

れという意味で,ま た宗教や思索に対しても同様であ

った」
2"。
母の気質である情熱と鋭敏な感受性は小賢

しくも怜悧でもない,あ りふれたつつましい世渡りの

術に,父のありのままの自由は節操のない大酒に,慎

重で抑制の効いた振る舞いは優柔不断に,誠実な表現

は無知な気前のよい性分に,意匠を変えデフォルメさ

れている。

ヘッセの母マリーが,6歳児のヘッセに,「大体の

ところは, ありがたいことに, まったく手が掛からず

聞き分けがよい」
23)と ,ほ っとしているのにたい し

て,「月や星 を観察 し,オ ルガンを即興 で弾 き,

[……]み ごとなスケッチを描 く,歌 を唄えば韻をは

ずすことはない」と,幼いヘッセの早熟ぶりに戸惑う

父ヨハネスには,「あの子をどこかの施設か,よ その

お宅に預かってもらうのがよいのではと,真面目に考

えている。私たちはあの子に対してあまりに神経質で

弱すぎる。それに家庭そのものも,十分に躾がゆきと

どき規則正 しいというわけではない」
2Jと ,戸惑い以

上のどこか投遣 りな気配すら感じられる。虐、子ヘッセ

ヘの懸念と焦慮は,思春期にあったヘッセのマウルブ

磯  弘治 :ヘルマン・ヘッセ『ペーター・カーメンツイント』について



ロンの神学校脱走以降の,摸索というよりはあがき,

両親の世界への反発と抵抗を予見しているが,『ペー

ター・カーメンツイント』には,や はリヘッセの思春

期の′卜1青 と行動はリアルに反映されてはいない。

山と湖と嵐と太陽を,そ してなにより雲を友とした

ペーターは lo歳ではじめてアルプスの頂に登る。自

然を友とするとは,想像と空想のいわば魔術的な力を

借 りて,現前していないなにかを顕在化し具現化する

だけでなく,さ らに,自 分を未知のもの,遥 かなも

の,異 質のものへ投企することなのだろう。BaHは

「喜ばしいものや美しい輝きそして陽光への傾斜は,

さしあたりまだひとつの仮装である。その弱点をかく

すために [……]ヘ ツセは山育ちのカーメンツイント

のなかで,都会的な礼儀作法とは無縁の牧童を細部ま

で忠実に演じる」としているカポ
5,轄
晦がはらむもの

は,成人したヘッセが自らの幼年期の天真爛漫な早熟

さを懐かしむ想いだろう。山頂からの眺望は,「 10年

のあいだ山と湖にはさまれ,周囲は間近の峰峰が群が

るように押し寄せるなかで暮らした者は,は じめて頭

上に広大な空がひろがり,日 の前に限りなく地平線が

横たわっていた日のことを忘れはしない」 (S.355-

356)と ,幼 いペーターに剥き出しの空間の広が りを

教え,そ して空間の広がりはかれの精神,あ るいは魂

とよばれるものに,未来や希望さらにあこがれとよば

れる思考の方向としての新たな広がりを教える。少年

のペーターはアルプスの空に漂う雲と戯れる。雲は

「あらゆる放浪と,探究と願望,そ して故郷を求める

ことの永遠の象徴」 (S.354)で あり,「雲が大地と空

のあいだで,おずおずと,焦がれながら,頑 なにかか

っているように,人間の魂も時間と永遠のあいだで ,

おずおず と,焦 がれながら,頑 なにかかつている」

(S.354)と いう比喩に,「詩人になりたい」ヘッセの

幼い決意と覚悟を読み取れるかもしれないが,神学や

聖職に通ずる階段を拒み,自 ら降りてしまった経緯と

神学校脱走後の数年間のヘッセ自身の葛藤,あ るいは

周囲との相剋がありのままに描かれることはない。

ペーターが故郷を離れギムナージウムでの勉学も間

もなく終ろうとするあたりまでの記述には,父母と交

わす会話はほとんど見あたらない。優しく繊細で,命

を生み抱 きじめ慈 しむ理想としての母親像はともか

く, 日常に追い立てられ,優雅でも繊細でもなく,圧

伊1的 な生活者としての時間を生きねばならぬ母の姿さ

えも描かれない。ただペーターが母の死を看取る光景

に,よ うやく母と子あいだにあっただろう当たり前の

日常がうかがわれるだけである。

文学・文化編 (2003年 3月 )

もう一度,ヘ ッセ自身による覚書を遡ってみる。

「わたしが敬虔であったのは, しかし 13歳 までのこと

で,14歳の堅信礼のときには,も うずいぶんと懐疑

的であった。やがてすぐにわたしの思いや想像はもっ

ぱら世俗的なものとなった。両親をこころから愛し,

深く尊敬してはいたが, しかし両親の生きている敬虔

主義的信仰は,な にか満たされないもの,な んとなく

卑屈なもので味気ないものだとも感じていた。そして

青年期になるとしばしば激 しく反抗 した」
20と ぃぅ記

述からも,ヘ ッセの両親との軋礫と相剋がうかがわれ

る。苛立ちと怒りは,敬虔主義という宗教が体現され

ねばならない家,その教えと戒律に忠実であり,信仰

を基盤とし,信仰がある種の権威にもなる家とその日

常との対立が生んだのだろう。マウルブロンの神学校

を退学 (14歳 )の後,ヘ ッセの漂流はバー ド・ボル

やシュテッテンの精神療法をする牧師の施設,カ ンシ

ュタットのギムナージウムを入退学,エスリングンの

書店員,故郷の塔時計工場の見習工,父の出版協会の

手伝い,さ らにテュービングンの書店員 (18歳 )と

つづき,よ うやくバーゼルの書店に見習期間終了者

(22歳 )と なって漂着する。漂流するヘッセが父母に

宛てた手紙には,いわば思春期の喪失感,屈折した罪

悪感がそのまま景Jき 出しにされている。

ぼ くの心 をいっぱいにし,捉 えているものは

[00…・],そ れは失われた永遠の青春へのもの哀し

い苦 しみ,郷愁です。しか し,カ ルフにではな

く,な にか真実のものに寄せる郷愁なのです。ぼ

くは世間と暮らしのせわしなさ,希望や愛のなか

に,ただ妄想と感情ばかりを見るのです。 [・・…・]

「シュテッテンのヘルマン」をあなたがたは知 り

ません,あ なたがたの虐、子ではないのです。

[……]あ あ,ぼ くは忘れていました,あ なたが

たが違う人間だと,彫像のように非の打ちどころ

のない,し かし生命の宿らぬ人間だということ

を。あなたがたは [……]正真正銘の敬虔主義者

です。あなたがたは,別 な願い,意見,期待,別

の理想 をもち,別 なものに満足 をおぼえる。

[・
・…0],あ なたがたはキリス ト教徒です, しかし

ぼくはひとりの人間にすぎないのです
2'。
(1892

年 9月 H日 )

信仰がなくとも祈ることはできるといった,融通無

碍な祈 りではないのだろう。両親との自明の親近性は

消えうせている。ただ,15歳のヘッセは自分だけの



才能あるいは,生 きがいという幻想に頑なにしがみつ

き,振 りまわされ,ふてくされているようだ。共同規

範としての敬虔主義はまだ絶対的だが,成長という知

識のひろがりと肥大した観念が,少年を新しい空間と

地平に向かわせ,あがかせる。そして敬虔主義という

権威を信じない,ないしその権威の失墜が,いわゆる

戒律や倫理的な規範の破棄につながる。

あなたがおかしなほど犠牲を払うことを厭われな

いと,お っしゃっているのですから,ぼ くはあな

たに7マルク,あ るいはレボルバーをお願いして

もかまわないでしょう。ぼくをこんな捨鉢な気分

にさせたあとです,おそらくはもうぼくをこの絶

望から,そ してご自分をこのぼくからすみやかに

解放することもおできになるはずです。本当な

ら,ぼ くは6月 にこの世から消えてなくなるべき

だったのです。 [・・…・]「父」とはおかしな言葉で

す,ぼ くはこの言葉を理解できそうにありませ

ん。父という言葉は愛することのできる,そ して

愛している,ほんとうに心の底から,そ ういうだ

れかの名称なのです。どれほどぼくはそんな人物

を望んでいることでしょう。ぼくにご助言いただ

けないでしょうか。ぼくとあなたとの関係はいよ

いよ緊張した展開になりそうですが, もしぼくが

敬虔主義者であり人間でないとしたら,ぼ くがぼ

くのすべての性質や傾向を正反対に変えるなら

ば,ぼ くはあなたとうまく調和できるのでしょう

が。しかしそんなふうに生きることはできません

し,生 きようとも思いません2湧。(1892年 9月 14

日)

この手紙は,父 に対 して Schr gech■er HcIと ,い

かにも奇異な呼びかけで始まり,「ぼくは,[00…・]だ

れが精神薄弱なのかを考えはじめています。 [・・…0]」

と,ま るで捨て台詞のような言葉で終わっている。ヘ

ッセのさまざまな思いを暗示するものだろう。この年

の 6月 ,ヘ ッセは自殺未遂事件をおこしているが,そ

の後入学したギムナージウムでは,「あの頃,ろ くで

もない連中や札つきの上級生とつきあい,夜 ともなれ

ば禁を犯して居酒屋に入り浸 り,さ んざん酒を飲むこ

とをおぼえた」
2"と ,思 うにまかせぬ現実からの逃避

や回避としてか,非行に明け暮れたようだ。鬱屈と奇

妙な活力の混合が興奮と狂乱をもたらし,憂鬱と夢想

は衝突と徒労を生むだけであった日々のなかで,少年
のヘッセにとって,事象としての死への接近,あ るい

39

は欲求としてのタナトスはかならずしも無縁であった

わけではない。

ぼくは逃げることは出来ません,い ったいどこ

へ ? ぼくにはもう嘆いたり頼んだりできるひと

はいないのです,ひ とりぼっちです。ぼくが赦し

を請うことで,事態をやわらげることはできるで

しょうが,そ んなことはしません。ぼくはこのシ

ュテッテンでの刑期をつとめあげました。けれど

ぼくに希望をいだかせるひとなどだれもいないの

です。 [・・…・]ぼ くがあなたたちの愛を失ったい

まになって,は じめてぼくがあなたたちをとても

愛していることを感 じています。しかしもう家に

は帰りません。できないのです。あなたたちの優

しい愛についてお書きにならないでください,そ

れは言葉にすぎません,ひ ょっとすると祝福と祈

りかもしれませんが, しかしそれでもやはりそれ

は幻想であり,な んの役にもたたない,無意味な

のです
30。
(1892年 9月 22日 )

ヘッセは何よりも繋がるべき人間を見いだせないで

いる。幼い絶望や失望感の底,そ してニヒリズムの危

機から人間が立ち上がるのは繋がりによつてだろう。

少年は繋がりに飢え,繋がりに生きることを望みなが

ら苦悶している。少年のヘッセは孤立無援で抜きがた

い不信と,繋がりへの切ない願いに引き裂かれ,立 ち

疎み宙吊りになっている。人間がどこにも,な にもの

にも帰属するものをもてないとき,おそらく人間は確

固たる自己をもてはしないだろう。しかしまた,な に

ものかに,あ るいはどこかに人間が全面的に帰属し愛

着することは一種の自己喪失でもあるだろう。

「結局ペーターがどうなるのか,は どうでもよいこ

となのです。肝腎なのは彼をひとかどの人物にするこ

とではなく,彼自身の素質が生命を燃焼するなかで ,

彼が可能な限り成熟 してゆくことなのです」
])と いう

『ペーター・カーメンツイント』の稿をかさねていた

ヘッセは,よ うやく確信をもって未来を待ちのぞむ希

望を見いだしたのか。後悔や諦念の季節が過ぎて,大

袈裟に言えば,世界と生に対する信頼を取 り戻し,自

らと周囲の事柄をそのまま見据える意志を確かめ,抗

わずむしろ肯定的に我が身に受け入れる静かな心境に

至っているのか。「現実の生活への道を踏みだす確乎

とした一歩」が,陰易にとんだ体験の反映が刻まれた

過去の一部を敢えて無視させたのか,それともそれが

磯 弘治 :ヘ ルマン・ヘッセ『ペーター・カーメンツイント』について
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うそ話やほら話には馴染まなかったのか。ともかく,

「私にとつてこの本が成功することは極めて大事で

す。仮に商業的には不首尾であるとしても,私の名前

と文学上の信用をいくらかでも高め, 日々の生活にい

くらかでも安定と活力をあたえてくれれば」
32と ぃぅ

ヘッセの願いはかなえられる。

ヘッセのバーゼルヘの漂着は,物語のなかのペータ

ーのそれと重なる。二人の遍歴とその旅程については

稿を改めたい。

)王

*『ペーター・カーメンツイント』のテクス トは以下の全

集 版 所 収 の もの に拠 った。Hermann Hesse:Peter

Camernzind,in: Gesammelte Werke in zwё lf Banden,Bd.

1,Suhrkamp Verlag,Frankhn ao M.1970,S.341-496.ヲ |

用は頁数のみを記した。訳文については関泰祐訳『青

春紡往』(岩波文庫,1973年 )を参考にした。

1)Hermann Hesse 1877・ 1977.Stationen scines Lebens,des

Werkes  und  seiner Wirkungo  SonderaussteHungen  des

SchiHer一 Nationalrnuscurlls.Hrsgo von Bcrnhard ZcHcr.Kata―

log Nr。 28。 , 1977,S.207。

2)山 口知三「市民 階級 の文化 とともに一― S・ フ イツシ

ャー社 と作家たち」,山 口 。平田・鎌田・長橋 『ナチス

通 りの出版社』人文書院,1989年 ,44頁 。

3)Hermann Hesse 1877 0 1977,S.207.

4)山 口知三「市民階級の文化 とともに」,45頁。

5)Christian lmmo Schneider: Das Todesproblem bei Her―

mann Hcssc,N.Go Elwcrt Vcrlag,R4arburg 1973,S.131-

132.

6)Joseph Mileck:Hermann Hcsse.Dichter,Sucher,Bcken―

ner,C.Bertelslrlann Verlag,Miinchen 1979,S。 35。

7)Hugo Ball:Hermann Hesseo Sein Lcben und sein Werk,

Suhrkarnp Verlag,Frankfurt ao M.1972,S。 102-103.シ エ

ル ム フスキー は ク リス テ イア ン・ロ イ ター (1656-

1712?)に よる空想世界旅行記『シェルムフスキーの珍

奇にして危険な旅』 (1696-97)の 主人公。ジル・ブラ

ースはアラン=ル ネ・ル・サージュ (1668-1747)に よ

るスペイン風悪漢小説 (pikarischcr Roman,Schelmcnro―

man)『 ジル・ブラース物語』 (1715-35)の 主人公。

8)Fritz Bёttger: Hermann Hesseo Leben,Werk,Zeit,Ver―

lag der Nation,Berlin 1974,S. 108.

9)Sttiた d Unsdd:Hermann Hcssco Werk und WIkungs―

geschichte,Suhrkamp Verlag,Frankfurt ao M。 1985,S。 20.

10)Bёttgerは ペーターの故郷について,「アルプスの牧人

の虐、子として生まれた詩人 HcinHch Lcutholdは ,さ ま

ざまな不自由と欠乏にもかかわらず大学で学ぶ道をか

ちとった。彼の場合もまた詩的な天分と才能が不幸な
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運命をもたらした。イタリアヘ行ったり,ボヘミアン

の自由放蕩な生活やジヤーナリズムの世界を経験する

が,た えず孤独と資本主義社会における芸術家のいか

がわしい立場に苦しんでいた。191o年ヘッセはロイト

ホルトの詩集を批評し,1922年 には彼の Der schwermu―

dge Musikantの 序文を書いている。彼の出生地 Witzikon

が Nimikonと 言う村の名を思いつくきっかけを与えた

のかもしれない」としている。Fritz Bё ttger: Hermann

Hcsse,S.99-100。

11)麻生建他編『事典現代の ドイツ』 (大修館書店,2000

年),「歴史」の項 (と りわけ 6-7頁 )参照。

12)こ のあた りの社会経済的背景の記述については,以

下の書物 に多 くを負 っている。飯 田・中村・野 田 。望

田『 ドイツ現代史―一 名望家政治か ら大衆民主主義へ』

ミネルヴァ書房,1968年 。成瀬 0黒川・伊東『世界現

代史 20 ドイツ現代 史』山川出版社,1994年 。成瀬・

山田 。木村編 『世界歴史体系  ドイツ史 2』 山川出版
社 , 1996年。

13)Ernst Bloch: Hcbel, Gotthelf und baurisches Tao

(1926), in: Vcrfrcmdungen I,Suhrkamp Verlag,Frankfurt

a.M。 1970,S。 186.[邦訳 :エ ルンス ト・ブロッホ「ヘ

ーベル,ゴ ッ トヘルフ,そ して農民の道」,『異化』船

戸満之他訳 ,白 水社,1986年 ,179頁 。]

14)Ebd.,S.188-189.[邦 訳 三180-181頁。]

15)Ebd。 ,S.188-189。 [邦訳 :180-181頁 。]

16)Hermann Hesse:Gcsammelte Briefe.Erster Band 1895-

1921,Suhrkamp Verlag,Frankfurt ao M。  1973,S.93.

17)Hugo Ball:Hcrmann Hesse,S。 100。

18)Hermann Hesse: Pcter Camenzind, S.Fischer Verlag,

Berlin 1904(Erste Auflage), S。 127.

19)Hugo Ball:Hermann Hesse,S.100。

20)Hermann Hesse: Peter Camenzind,in: Uber das eigene

Wcrk.Gcsarnrneltc Werke in zwё lf Banden,Bd.11,S。 24.

21)Hermann Hcssc: B10gransche Notizen,in: Eigennsinn,

Suhrkamp Verlag,Frankfurt ao M。 1972,S。 15。

22)Ebd。 ,S.17。

23)Kindheit und Jugend vor Neunzchnhunderto Hermann

Hesse in Bricfen und Lebenszeugnissen 1877-1895。 Aus―

gewahlt und herausgegeben von Ninon Hesseo Suhrkamp

Verlag,Frankfurt ao M。 1973,S.14.

24)Kindheit und Jugend vor Neunzchnhundert,S。 15。

25)Hugo Ball:Hermann Hesse,S.94.

26)Hcrmann Hessc:Biografische Notizen,S.17.

27)Kindhcit und Jugend vor Ncunzchnhundcrt,S。 260 ff。

28)Ebd.,S.268.

29)Hermann Hesse:Biograische Notizen,S。 19。

30)Kindheit und Jugend vor Neunzehnhundert.S.271.

31)Hermann Hesse: Peter Camenzind,in: 古ber das eigene

Werk.GesalnHlelte Werke in zwё lf Banden,Bd.11,S。 24.

32)Ebd。,S.24.


